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図4．【日本に留学して学びたいこと（自由記述）―日本語関係】
図5．【日本に留学して学びたいこと（自由記述）―日本事情関係】
図6．【日本に留学して学びたいこと（自由記述）―日本語・日本関係以外】
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境がある。「会話」を学びたいと考えるのは当然
といえよう。次に「文学」13名、「聴解」10名、「作
文」6名と続く。また、日本関係のなかでは、「伝
統文化」などに興味のある学生が23名と多い。
次いで「日本文化」15名、「日本料理」13名と続く。
実際本学に来た交換留学生は華道、茶道等を履
修する学生が多い。
　日本語関係以外に学びたいものは「簿記」8名、
「経済」8名、「経営」6名、「教育学」4名、などもあ
げられていた。「簿記」、「経済」に関しては本学
の教員が嶺南師範学院で集中講義を行っている
ことも大きいと思われる。その他には趣味的な
ものとしてアニメ・マンガ制作、ドラマ・俳優、自
動車、弓道、撮影・カメラ、将来の仕事に関わる
ものなのか、化粧品の制作などがあげられていた。
Ⅳ． 総括及び本学の日本語、日
本関係の授業へのニーズ
　本節では、既述の嶺南師範学院のカリキュラム、
学生のニーズを考慮に入れ、本学の日本語、日本
関係の授業をどう組み立てるかを考える。
　嶺南師範学院の日本語カリキュラムは大変充
実しており、結果として3年生でN1レベルまで
取得することが十分可能な内容となっている。
日本語理解の背景となる知識―文化、歴史、さら
に日本の礼儀などの涵養にも配慮されている。
そして日本語能力を活かす就職に対応するよう
な課程も充実している。
　嶺南師範学院の学生を対象にした日本留学に
おけるニーズ調査の結果においては、日本語関
係では会話、聴解など、日本留学が最も効果があ
る技能の向上などに対する期待が大きい。文法、
ことばよりもコミュニケーションを重視する既
述の中国の「教学指針」と一致する。伝統文化（茶
道、華道など）の体験や文学に対するニーズも高
い。日本語、日本関係以外ではビジネスに直結
する科目に対してのニーズが高い。日本語を勉
強する目的が「日本語を活かした仕事」とした学
生の多いことがこのニーズの高さに反映してい
ると思われる。
　日本語、日本関係の担当者としては、このよう
なニーズに応じた日本語、日本関係などの授業
も必要だと思われるが、一方で日本語の授業は
週1回～2回という時間的制約も考えなければな
らない。結論として「書くこと」を中心の日本語
授業が最も有益だと考える。なぜなら嶺南師範
学院の日本語カリキュラムにおいて、「書くこと」
に関して他の3技能に比して授業時間数が少な
いからである。さらに交換留学生は帰国後の8学
期、4年後期に卒業論文提出が控えているからで
ある。
　また、本学の日本語授業のシラバス構築に際
して、嶺南師範学院の学生、というよりは本学の
学生に要求される能力の涵養という視点が最も
重要だと考える。本学の授業ではレポート、授
業感想など日本語で書かなければならないこと
が多い。また就職に際しても、履歴書、作文など、
書くことが必要となる。
　さらに、本学には嶺南師範学院の学生のみが
在籍しているわけでなく、本学の正規留学生及
び韓国の東新大学からの留学生も存在している
ことを考慮に入れなければならない。これら全
留学生の留学目的の共通していることは、日本
語の能力を活かした就職であると思われる。書
くことは、話すこと、聞くことと違い、自然習得
が難しい。書く能力の養成を主軸に日本語の授
業を構築することが最も妥当だと考えられる。
　嶺南師範学院の学生のニーズの高い会話力、
コミュニケーション力の養成に関しては「異文
化コミュニケーションスキル」などでの養成が
有効である。この授業では、日本人学生、留学生
が異文化のもたらす様々な課題についてグルー
プでディスカッションを行っているからである。
日本人学生とのディスカッションという環境は
嶺南師範学院では得られないし、ディスカッショ
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ンを通して、会話力、コミュニケーション力を養
成できると考える。また本学の日本人学生にとっ
ても、この授業に留学生が参加することで、異文
化の視点を学ぶことができ、大変有益である。
　嶺南師範学院の交換留学生のように日本語能
力の高い留学生を人的資源として本学の学生に
資する授業の展開を今後さらに検討していきた
い。
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